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アメリカ出身で、メキシコ、フランス、韓国、タイなどで英語をはじめ語学を教育してきた経験を生かし、日常生
活や医療現場で必要とされる実践的なコミュニケーション力を指導する。

なし

留意事項 なし

テキスト 参考書

なし（プリント配布） なし

実務経験と授業科目との関連性 履修条件

スピーキングテスト第三 テストを受けて結果を記入 Murphrey

定期試験 試験 Murphrey

アメリカの独立記念日 話し方を練習してから、アメリカのクラフトを作ります。スピーキングの話題はペット Murphrey

ディスニーの英語 ディスニーの人気ある英語を学びます。 Murphrey

アメリカの独立記念日 話し方を練習してから、アメリカを学びます。スピーキングの話題は自然 Murphrey

スピーキングテスト第二 テストを受けて結果を記入 Murphrey

カナダデー 話し方を練習してから、カナダを学なびます。スピーキングの話題は友達 Murphrey

アンザックデー アンザックデーを学んでスピーキングの話題は家族 Murphrey

オーストラリア 話し方を練習してから、オーストラリアを学んでクラフトを作ります。スピーキングの話題は教科 Murphrey

カナダデー 話し方を練習してから、カナダのクラフトを作ります。スピーキングの話題は天気 Murphrey

自己紹介の文を学んでそれから、自己紹介の活動 Murphrey

家族 話し方を練習し始めます。話題は自分の自己紹介。家族の単語を学んで家族の絵を作ります。 Murphrey

スピーキングテスト第一 テストを受けて結果を記入 Murphrey

事後学習 各回の講義内容は、友達と復習しておく。

教
育
内
容

項目 内容 担当教員

講義のオリエンテーション 先生の自己紹介、それから、授業の説明 Murphrey

学生の自己紹介

ニュージーランド 話し方を練習してから、ニュージーランドを学んでクラフトを作ります。スピーキングの話題は食べ物 Murphrey

英語を話す国の音楽
話し方を練習してから、英語を話す国の音楽を学びながら、音楽を聴きます。スピーキングの話題ポップ文
化

Murphrey

事前学習 特になし

４．課題発見能力と課題解決力 ・受講時の積極性、態度等 40

５．看護の知識と看護実践力 ・その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　） 0

科目概要 日常的生活場面を想定した実践的な英語表現能力の育成を図りそれから、文化を学びながら、ロールプレイ等によりコミュニケーション能力の向上を図っていく。

到達目標 リスニングやスピーキングなどを通して、コミュニケーション能力を身につける。

DP
との対応

○ １．多様な人との関係を成立・発展できる能力

成績評価基準

・定期試験 60 オフィスアワー

○ ２．主体的行動力 ・授業内の小テスト、課題、レポート 0 時間：講義終了後
場所：講師控室３．地域貢献力と多職種連携能力 ・事前/事後学習の課題、レポート 0

６．地域の多様な健康課題に対応できる力 合計 100

開講時期 教員名（複数の教員が担当する場合、科目責任者＝○）

2 英語Ⅱ（コミュニケーション） 2 30 選択 講義 ２年前期 Patrick　Murphrey　Carrigan

№ 教科目名 単位数 時間数 必修/選択 授業形態
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開講時期 教員名（複数の教員が担当する場合、科目責任者＝○）

66 成人慢性期看護論 2 60 必修 演習 ２年後期 ○鮎川昌代/近藤恵子/垣内いづみ

№ 教科目名 単位数 時間数 必修/選択 授業形態

科目概要
成人各期の健康保持や疾病予防と、成人の健康課題・管理・マネージメントに応じた看護について理解し、成人慢性期看護学の基本となる援助方法を学ぶ。リアリティの
ある事例のシミュレーションを設定し、「気づく」を支援し、ディスカッション（プレブリーフィングとディブリーフィング）を重ね、記録によるリフレクションを活用して、臨床判断能力を学
ぶ。

到達目標

１．成人期の心身の特徴及び罹患率の高い疾患の看護について理解し、健康問題をもつ成人のアセスメント及びその援助法を学習する。
２．慢性期看護の特徴及びがん看護の特徴を学ぶ。
３．事例を通して、慢性期・終末期における患者のアセスメント、看護上の問題を取り出し、援助計画を立案することができる。
４．慢性期・終末期の患者への具体的な援助技術、援助方法を実践し修得できる。
５．慢性期・終末期にある患者の意思決定支援について、看護の立場から自分の意見を述べることができる。

DP
との対応

○ １．多様な人との関係を成立・発展できる能力

成績評価基準

・定期試験 60 オフィスアワー

○ ２．主体的行動力 ・授業内の小テスト、課題、レポート 0 時間：授業終了後
方法：Teams他○ ３．地域貢献力と多職種連携能力 ・事前/事後学習の課題、レポート 40

６．地域の多様な健康課題に対応できる力 合計 100

事前学習

１．講義時、関連するテキストの該当箇所を熟読し出席する。
２．事前課題は必ず行い提出するとともに、講義・事前課題で学習したことを基に演習に参加する。
３．演習に伴う事前学習・課題がある場合は、単元ごとに演習前に提示する。
４．指示された動画等を視聴する。

○ ４．課題発見能力と課題解決力 ・受講態度（積極性など） 0

○ ５．看護の知識と看護実践力 ・その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　） 0

・成人期にある人の発達課題と発達危機について理解し、看護の役割を学習する。
・医療費から見る慢性疾病構造の変化を学修する。

鮎川/近藤/垣内

健康課題
・生活習慣病を含む非伝染性疾患（non-communicable diseases:NCDs）。
・慢性期疾患の急性増悪や繰り返す入退院について学修する。

鮎川/近藤/垣内

慢性疾患管理
・成人教育のアンドラゴジー（Adoragogy）の観点からの十分な疾患教育。
・一次予防から3次予防の必要性を学習する。

鮎川/近藤/垣内

事後学習 講義後は事後課題を行い指示された日時に提出をする。提出期限を厳守する。

教
育
内
容

項目 内容 担当教員

授業ガイダンス ・健康危機を引き起こしやすい機能障害をもつ成人とその家族に看護を実践するための知識を学修する。 鮎川/近藤/垣内

データーヘルス計画

変化のステージモデルと健康信念モデル ・成人に有用な変化ステージモデルと健康信念モデルとその活用法を学習する。 鮎川/近藤/垣内

セルフケアの再獲得（リハビリテーションを含む）
・さまざまな喪失をした成人がその人らしく自立して生きるためのセルフケアの再獲得と看護の役割を学修す
る。

鮎川/近藤/垣内

健康マネージメント
・成人期にみられる多様な健康課題と保健行動
・自己効力理論・セルフマネージメントを理解し、成人看護への応用を学習する。

鮎川/近藤/垣内

病みの軌跡 ・慢性疾患をもつ成人に有用な病みの軌跡の理論を理解し、看護への応用について学習する。 鮎川/近藤/垣内

成人期にある人の看護実践の倫理
・成人・家族を看護するうえで直面しやすい倫理問題とその背景について理解し、最善策を検討する方法
や支援について理解し、看護への応用を学習する。

鮎川/近藤/垣内

成人期にある人の看護実践を考える
・成人の患者教育について
・看護計画の立案と看護展開（アセスメント）の理解

鮎川/近藤/垣内

がん治療における看護①
・化学療法、放射線療法について
・ステロイド治療について

鮎川/近藤/垣内

がん治療における看護②
・終末期がん患者の気持ちによりそうコミュニケーションについて
・プロセスレコードの記載について

鮎川/近藤/垣内

慢性疾患を持つ患者の看護【糖尿病】①
・事例１Ⅱ型糖尿病（強化インスリン療法が必要になった糖尿病患者）の理解
・事例１の看護展開（アセスメント、情報の統合・判断結果）の理解

鮎川/近藤/垣内
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教
育
内
容

慢性疾患を持つ患者の看護【糖尿病】②
・血糖自己測定の意義と方法
・慢性腎臓病（糖尿病性腎症が進行し、透析導入となった患者）の理解

鮎川/近藤/垣内

処置を受ける患者の看護（演習①）
・食品交換表の理解と使用方法
・退院調整や退院指導の方法

鮎川/近藤/垣内

その人らしく生きていくための看護支援② ・肺がんの骨転移でがん性疼痛のある終末期の患者とその家族の援助を理解する。 鮎川/近藤/垣内

その人らしく生きていくための看護支援③ ・慢性心不全で生活習慣改善の指導を受けている患者とその家族の援助を理解する。 鮎川/近藤/垣内

処置を受ける患者の看護（演習②）
・血糖自己測定の演習
・退院指導パンフレットの作成

鮎川/近藤/垣内

その人らしく生きていくための看護支援① ・術後放射線療法後に化学療法を受けている乳がん患者とその家族の援助を理解する。 鮎川/近藤/垣内

その人らしく生きていくための看護支援⑥ ・脳血管障害後で半身麻痺がある患者とその家族の援助を理解する。 鮎川/近藤/垣内

その人らしく生きていくための看護支援⑦ ・職場復帰に不安をみせる人工肛門患者とその家族の援助を理解する。 鮎川/近藤/垣内

その人らしく生きていくための看護支援④ ・COPDでNIPPV療法中の患者とその家族の援助を理解する。 鮎川/近藤/垣内

その人らしく生きていくための看護支援⑤ ・不慮の事故で一肢切断を受けた患者とその家族の援助を理解する。 鮎川/近藤/垣内

その人らしく生きていくための看護支援⑩ ・セルフコントロール腹膜透析患者とその家族の援助を理解する。 鮎川/近藤/垣内

その人らしく生きていくための看護支援⑪ ・健康診断で肝機能障害を指摘された患者とその家族の援助を理解する。 鮎川/近藤/垣内

その人らしく生きていくための看護支援⑧ 障害受容が困難な関節リウマチ患者とその家族の援助を理解する。 鮎川/近藤/垣内

その人らしく生きていくための看護支援⑨ ・中途視覚障害者とその家族の援助を理解する。 鮎川/近藤/垣内

成人期からのアンチエイジング② ・身体の免疫システムに密接に関係するストレスに打ち勝つ。 鮎川/近藤/垣内

定期試験 試験 鮎川/近藤/垣内

その人らしく生きていくための看護支援⑫ ・患者とその家族の援助を理解する。 鮎川/近藤/垣内

成人期からのアンチエイジング① ・食事療法・運動療法 鮎川/近藤/垣内

専門分野での看護師実務経験がある教員が、成人慢性期看護における基礎知識と実践能
力について指導する。

なし

留意事項 なし

テキスト 参考書

・『系統看護学講座 成人看護学総論』（医学書院）
・『系統看護学講座 専門分野Ⅱ 成人看護学2～11』（医学書院）

・解剖生理学、栄養と代謝、疾病論・障害論で使用したテキスト
・Anselm L.Strauss他著、南裕子監訳『慢性疾患を生きるーケアとクオリティ・ライフの接
点』（,医学書院 1987）

実務経験と授業科目との関連性 履修要件
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専門分野での看護師実務経験がある教員が、精神の障害と看護について指導する。 精神看護学概論の単位を修得していること

留意事項 なし

テキスト 参考書

・『精神看護学概論』（メヂカルフレンド社）
・『精神障害を持つ人の看護』（メヂカルフレンド社）

・『精神看護学Ⅱ　地域・臨床で活かすケア』（南江堂）

実務経験と授業科目との関連性 履修要件

事例から学ぶ精神疾患と看護（２）
・パニック症／パニック障害障害　・アルコール使用障害／アルコール依存　・摂食障害
・パーソナリティー障害　・ひきこもり　・児童虐待

藤川/宮坂

定期試験 試験 藤川/宮坂

精神科の安全管理 ・事故防止　・災害とその対策 藤川/宮坂

事例から学ぶ精神疾患と看護（１） ・統合失調症　・気分障害　・強迫症／強迫性障害 藤川/宮坂

社会的側面からのアプローチする治療・ケア・
支援　（３）

精神疾患当事者の思いを知る 藤川/宮坂

心理的側面アプローチする治療・ケア・支援
（３）

心理検査 藤川/宮坂

社会的側面からのアプローチする治療・ケア・
支援　（１）

当事者のリカバリーに向けた社会復帰・社会参加の基本と働きかけ
・当事者のリカバリー　　・精神科リカバリーの概念、基礎 藤川/宮坂

生物学的側面からのアプローチする治療・ケ
ア・支援（１）

①薬物療法における看護の役割　②電気けいれん療法における看護の役割 藤川/宮坂/三沢

生物学的側面からのアプローチする治療・ケ
ア・支援（２）

①身体拘束　　②保護室 藤川/宮坂

社会的側面からのアプローチする治療・ケア・
支援　（２）

地域での自立・統合への支援　　地域における精神障害者のニーズと行政等との連携
・精神障害者地域で自立した生活をおくるためのサービス　　・精神科の在宅医療と訪問看護

藤川/宮坂

精神の健康と障害 藤川/宮坂/三沢

精神を病むこと生きること（１） 精神症状を持ちながら生きること。患者の生きにくさ、つらさを感じる。 藤川/宮坂/三沢

精神科医療にかかわる法律
精神観察法
精神保健福祉法に基づく入院形態
①任意入院　②医療保護入院　③応急入院　④措置入院　⑤緊急措置入院　⑥入院患者の処遇

藤川/宮坂/三沢

事後学習 テキスト、配布資料を使って復習を行う。講義後は事後課題を行い指示された日時に提出をする。提出期限を厳守する。

教
育
内
容

項目 内容 担当教員

授業ガイダンス こころを病むとはを考える。 藤川/宮坂/三沢

精神の健康と障害

心理的側面アプローチする治療・ケア・支援
（１）

①知能検査（発達検査）②人格検査　③その他の検査　④社会機能　⑤家族機能を測る尺度 藤川/宮坂/三沢

心理的側面アプローチする治療・ケア・支援
（２）

①カウンセリング　②リラクセーション　③コーチング 藤川/宮坂/三沢

事前学習 精神看護学概論の学習を振り返る。

○ ４．課題発見能力と課題解決力 ・受講時の積極性、態度等 0

○ ５．看護の知識と看護実践力 ・その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　） 0

科目概要
本科目では、精神看護の実践の基礎となる、心のしくみと働き、心の発達と精神の健康問題、精神 の健康問題が人々の生活に及ぼす影響、精神の健康問題に対する
治療と看護を学ぶ。

到達目標
１．精神の健康概念と精神の健康問題について考察し、説明できる。
２．精神の健康問題に対する治療と看護の基本が説明できる。
３．精神医療保健福祉サービスにおける多職種の協働について説明できる。またその中で看護師が果たす役割を考えることができる。

DP
との対応

１．多様な人との関係を成立・発展できる能力

成績評価基準

・定期試験 100 オフィスアワー

○ ２．主体的行動力 ・授業内の小テスト、課題、レポート 0 時間：授業内で伝達
場所：研究室○ ３．地域貢献力と多職種連携能力 ・事前/事後学習の課題、レポート 0

○ ６．地域の多様な健康課題に対応できる力 合計 100

開講時期 教員名（複数の教員が担当する場合、科目責任者＝○）

81
精神看護援助論Ⅰ

（対象理解）
1 30 必修 演習 ２年後期 ○藤川君江/宮坂光長/三沢緑

№ 教科目名 単位数 時間数 必修/選択 授業形態

1
















































































	

